
5月12日（金）、航空連合政策議員フォーラム会長の枝野 幸男
（えだの ゆきお）議員が、衆議院国土交通委員会で、空港の人材不足と
航空保安の実施主体の課題について、航空連合の認識を踏まえ、斉藤
鉄夫国土交通大臣に強く要望しました。
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・保安検査やグラハンの要員不足により、増便が
できないということがあってはならない。

・保安検査については、国の責任を明確にし、
一定の財政的、制度的な裏付けが必要である。

大型連休期間の保安検査場の混雑状況、また
保安検査要員やグラハンの人員体制について、
現状認識は。

・連休については、混雑を予想し、関係者
との連携を強化して対応を進めてきた。

・足下の要員は増加傾向にあり、各対策を
図りながら、今年度末までにはコロナ前
の水準に近づけることをめざしている。

・国として、空港業務のあり方や航空保安について有識者
会議を設け、具体的な課題について検討いただいている。

・非常に重要な問題であるという意識を持っており、しっか
りと取り組んでいきたい。
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